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開発調査要請書（仮訳） 

 

プロジェクト：グァテマラ国中部高原地域貧困撲滅持続的農業農村総合開発計画調査 

Proyccoto：Estudio dcl Plan Maestro sobre el Desarrollo Integral Sostenible, Agricola y Rural para el 

Combate de Pobreza en la Región del Alt iplano Central de Guatemala 

 

実施期間：農牧食糧省企画局 

Unidad Ejectora：Gerencia de Gestion para el Desarrollo (GGDE), Ministerio de Agricultura, Ganaderia 

y Alimetación 

 

１．計画の背景 

 グァテマラ国の中部高原地域は、カクチケル、キチェ、マム系の先住民族の割合が高く、独自

の生活文化を維持してきた。また、同地域は、国内における典型的な小規模・零細農家が多く分

布する地域でもある。しかし、中部地域一帯では、1960年からの30年以上に及ぶ内戦の結果、農

村地域は戦場と化し、多くの難民を生んだ。内戦による影響で農村社会は荒廃するとともに、天

然資源の乱伐による自然環境の荒廃と、農業生産基盤の破壊によって農業生産低下が著しい状況

にある。 

 

 現在、グァテマラ国政府は、1996年12月29日の最終和平協定の締結に基づき「和平協定履行の

ための実施計画（1997～2000年）」を実施している。本計画の推進にあたっては、政治・行政の諸

改革と共に国家の基幹産業である農業分野の開発支援が不可欠となっている。農業セクターの開

発支援においては、次の４点が緊急かつ重要な課題である。 

 

－天然資源の効果的・効率的な利用を促進し、持続的な農業・農村開発を進めるための農業政策

の策定 

－難民の帰還受け入れによる農村人口の増加に対応した、基礎食糧の安定的な生産・供給体制の

確立 

－小規模農民が農村生産及び経済活動に参加できる換金性の高い、非伝統的農産物の生産性向上

のための支援体制の確立 

－農村部の貧困の阻止に資する生活環境の改善による農村社会再建支援 
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 グァテマラ国政府は、和平協定を促進するために、中部高原地域に多く分布する帰還難民を含

む小規模農民を対象とした、農業・農村開発の推進を国家開発計画の重要課題に据えている。こ

のため、グァテマラ国政府は、天然資源の保全と有効利用に関する指針及び農業・農村開発計画

の策定を日本国政府の技術的、経済的協力を得て、実施することを要望する。 

 

２．計画地域の現況と開発の可能性 

 (1) 農業・農村の現況と開発上の問題点及び課題 

  ａ．自然条件が多様であることと地形条件が複雑な山岳及び山間地に位置する。 

  ｂ．天然資源の保全管理体制が不備である。 

  ｃ．森林消失が近年急速である。 

  ｄ．土壌浸食が著しく、農業生産性の低下を助長している。 

  ｅ．乾期には水不足となる。 

  ｆ．一戸当たりの経営面積が狭小であるほか、灌漑施設を主体とする生産基礎インフラも未

整備であり、農業生産の拡大が困難である。 

  ｇ．農業生産支援体制が未整備であり、また行政改革の推進とともに同体制は縮小傾向にあ

る。 

  ｈ．農業分野を支援する組織・制度が脆弱である。 

  ｉ．生活基礎インフラ（飲料水、道路）が未整備で、生活環境が劣悪である。 

  ｊ．質の高い人的資源が不足している。 

 

 (2) 開発の可能性 

  ａ．農牧食糧省の組織改革にともない、地域開発組織が構築されたことにより、プロジェク

ト実施体制が整備されている。 

  ｂ．地形により気候が多様であることと、土壌が肥沃であることにより、多種な作物生産の

可能性がある。 

  ｃ．水源が多く、水資源開発の可能性が高い。 

  ｄ．計画地域の営農形態が類似しており、営農及び農業生産計画の方向づけが容易である。 

  ｅ．国内最大の消費市場である首都グァテマラ市と隣接して位置し、パンアメリカンハイウ

ェイと幹線道路が整備されている。 

  ｆ．本格的な農業生産基盤整備が未着手であり、その整備効果は著しく高い。 

  ｇ．伝統的な農村生活文化が維持されており、地域におけるコミュニティ間の連帯意識が強い。 

  ｈ．農村社会の民生が安定に向かっている。 
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３．開発計画の基本構想 

 (1) 基本概念 

  ａ．「環境保全と天然資源の持続的有効活用」、「貧困撲滅」、「小規模零細農家の支援」等の国

家開発政策との整合性を有する。 

  ｂ．各県及び地方レベルにおける開発審議会の開発計画の意向を反映し、重視する。 

  ｃ．計画地域における受益農民の開発への参加を促進する。 

  ｄ．生態学的、社会学的に有効で、再生可能な天然資源の保全・回復・適正利用を保証する

総合開発計画を策定するために必要な、天然資源及び社会経済・人的資源の現況に関する

情報を提供する。 

 

 (2) 開発計画の目標 

  ａ．天然資源保全のための基本計画及びガイドラインの策定を通じた、中部高原地域におけ

る持続的な農業・農村開発モデルケースの作成 

  ｂ．中部高原地域における農村生産の増大による基礎食糧作物の安定的な確保と、余剰生産

物の市場への出荷による農家の収入の拡大 

  ｃ．農村部での生活環境の改善、雇用創出、保健・衛生、教育面での改善による社会開発的

な側面を持った農村開発の実施 

  ｄ．これら農業・農村開発の実施により、農村の栄養状態の改善と所得の向上による貧困の

緩和、地域社会の民生の安定促進、都市部との経済的な格差是正の促進、被災難民の定住

化の促進、和平の強化 

 

 (3) 計画の概要 

  ａ．天然資源利用・保全計画 

   イ．土地利用計画策定 

   ロ．流域保全・天然資源保全計画策定 

   ハ．流域管理計画策定 

   ニ．土壌保全計画及び植林計画策定 

   ホ．流域管理・保全計画のモニタリング 

   ヘ．天然資源利用・保全ガイドライン策定 

 

  ｂ．農村社会経済改善計画 

   イ．中部高原における農業・農村開発フレームの策定 

   ロ．需要動向を踏まえた中部高原地域における農業生産目標設定（短、中、長期） 
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   ハ．農村基盤整備のための社会経済開発の目標設定 

   ニ．制度・組織体系の改善に基づいた事業実施計画の策定 

   ホ．段階的開発を基本とした改善実施計画の策定 

 

  ｃ．農牧業生産計画 

   イ．農家支援／営農指導体制の整備・強化 

    －作付体系、農地（土壌）の効率的な利用及び保全 

    －導入作物の選定 

    －融資へのアクセス／農業金融の改善 

    －牛科動物畜産振興改善 

    －内水面漁業の導入 

   ロ．農業普及／人材育成体制の整備・強化 

    －営農・栽培技術普及 

    －人生育成、訓練システム改善 

    －農業協同組合の育成／関連制度の整備 

 

  ｄ．農業生産基盤の改善計画 

   イ．灌漑施設の維持管理組織体制の整備 

    －水管理及び施設利用制度の整備 

    －既存灌漑・排水施設の新設、復旧改善整備 

   ロ．農産物流通／加工体制の改善整備 

    －生産体制、集出荷体制の組織・制度整備 

    －集出荷施設整備 

    －市場価格動向の情報管理の整備 

    －農産加工技術の改善及び関連施設の整備 

   ハ．農業機械化及び収穫後処理改善整備 

    －ポストハーベスト技術の改善 

    －ポストハーベスト機材の導入及び既存施設の整備 

 

  ｅ．農村生活改善計画 

   イ．生活基礎インフラの改善、復旧整備 

    －農道 

    －飲料水施設 
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    －保健衛生施設 

    －教育施設 

   ロ．小規模農村家内工業の整備 

    －農産加工品の計画、労働時間、販売 

 

  ｆ．維持管理体制整備計画 

   イ．農業・農村施設整備のための維持管理施設・機材の導入 

 

 (4) 計画実施による便益 

  ａ．中部高原地域における天然資源の持続的な有効活用 

  ｂ．開発モデル計画による農村開発 

  ｃ．内戦被災民の定住 

  ｄ．作物生産性の増大 

  ｅ．農業生産物の付加価値の増大 

  ｆ．農村地域の生活環境の改善及び住民の生活水準の向上 

  ｇ．雇用機会の創出 

  ｈ．人的資源の保全及び適正利用 

  ｉ．先住民の人権及びアイデンティティーの尊重 

 

 (5) 事業実施機関 

   事業実施のために開発計画を策定する実施機関は、農牧省企画局である。同局は、効果的

な調査の実施に必要なカウンターパートと輸送手段を提供する。また、事業及び調査に関係

する他の省庁、大学、地方公共団体等との調整を実施する。さらに、調査をより効果的に実

施するために、関係機関によるステアリング・コミッティの召集を提案する。主要関係機関

は、次のとおりである。 

  ａ．農牧食糧省 

  ｂ．農牧食糧省地方施設 

  ｃ．経済企画庁地方事務所 

  ｄ．政府機関地方事務所 

  ｅ．市町村代表 

  ｆ．農民団体代表 

  ｇ．関連NGO 

  ｈ．その他 
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４．開発調査の概要 

 (1) 調査対象地域 

   調査対象地域は、グァテマラ国の中部に位置するチマルテナンゴ、ソロラ、トトニカパン、

ケツァルテナンゴ各県の高原地域である。 

 

 (2) 調査の目的 

  ａ．天然資源の保護と持続的農業・農村開発のための統合的マスタープランを策定する。と

りわけ配慮すべき点は、水資源、土壌、水配分、農業生産、自然保護、農業・社会インフ

ラ、社会経済条件である。 

  ｂ．調査を通じカウンターパートにオン・ザ・ジョブトレーニング（OJT）方式で技術移転

をし、人材育成を行う。 

 

 (3) 調査の範囲 

   調査は２段階に実施される。 

 第１段階は現況診断調査を行い、開発と天然資源の保護・利用に係る問題点と課題を明ら

かにする。第２段階は天然資源の保護・利用に関するガイドラインの策定と、現況診断を踏

まえた農業・農村開発マスタープランの策定である。 

 主な調査内容は、次のとおりである。 

  ａ．調査対象地域の既存資料の収集と分析 

  ｂ．既存開発計画、プロジェクト分析 

  ｃ．天然資源保護地域の調査 

  ｄ．農村社会調査の実施と診断 

  ｅ．農家調査による要望と潜在性の把握 

  ｆ．自然状況とその問題点に関する環境調査と分析 

  ｇ．現況に基づく開発潜在性の分析 

  ｈ．土地と水資源の適正利用評価及び水利用計画の策定 

  ｉ．農業開発計画の基礎構想の策定 

  ｊ．環境配慮と住民参加 

  ｋ．地元住民との合意形成のためのワークショップの開催 

 

 (4) 専門家の必要分野 

   以下の専門家の活用が望まれる。 

  ａ．総括 
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  ｂ．地域計画／土地利用 

  ｃ．農村社会組織、制度 

  ｄ．農業生産 

  ｅ．農業経済／農産物流通 

  ｆ．農業生産基盤／農地保全 

  ｇ．農産加工／農村小規模工業 

  ｈ．畜産 

  ｉ．農村社会インフラ 

  ｊ．環境保全／環境影響評価 

 

 (5) 調査行程 

   調査は第１段階と第２段階に分けて実施される。前者は、現地調査と国内作業とを合わせ

て８か月程度を予定する。後者は現地調査と国内作業とを合わせて７か月程度を予定する。 
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 資料４．主な関係機関の概要 

 

４－１ 農牧食糧省（MAGA） 

 (1) 活動概要 

   農牧食糧省（MAGA：Ministerio de Agricultura, Ganadería y Alimentación）は構造調整の一環

で大幅な人員削減がなされている。たとえば、農民に対する普及活動を行っていた農業サー

ビス総局（DIGESA）は廃止され、普及部門はすべて民間に委託されたほか、農業科学技術庁

（ICTA）についても職員をいったん解職し、必要人員のみ再度雇用する予定となっているな

ど、現在もなお組織改革の途中段階にある。 

 また地方分権化にも力を入れており、持続的農牧業開発事務所網（RADEAS）を創設する

など、開発の主体を地方レベルに移行させる方針である。 

 

 (2) 取り組み方針、将来の方向性（関心事等） 

   MAGAは、農村生活の再評価を行い、国内で均衡のとれた開発を行うことで構造的異質性

を減少させ、農村住民の生活の質の改善に貢献することを目的として、「1998～2030年計画／

新農業部門別政策」を制定した。これは、①土地の使用、所有に関する法的保証、②水資源

の利用と管理、③農村の土地整備、④生産的かつ商業的な開発、の４つの活動分野からなっ

ており、計画のなかでそれぞれの分野について目標、政策、手段を明記している。 

 また同省は、海外からの援助についても、この新政策に基づいて策定されたモデルに則っ

て推進して欲しいと考えている（モデルについては添付資料参照）。 

 

 (3) 所有情報 

   農業一般のデータについては中央レベルで把握しているが、地方レベルのデータは県調整

事務所にしかない。また、MAGAを介して他の関連省庁から必要な情報を取り寄せることは

可能だが、時間がかかる。 

 なお、同省と同じ建物にあるGTZの事務所には、特に森林関係プロジェクトに関する情報

が多くある。 

 

 (4) 添付資料 

   農牧食糧省組織図 

   農牧食糧省ケツァルテナンゴ県調整事務所組織図 

   「1998～2030年計画／新農業部門別政策」要約図 

   計画モデル（以前の計画モデル） 

   計画モデル（現在の計画モデル） 
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４－２ 林野庁（INAB） 

 (1) 活動概要 

   森林保全に関連した行政機関は、林野庁（INAB：Instituto Nacional de Bosques）が担当し

ている。INABは1997年に森林法（Ley Forestal）の成立とともにできたMAGAの新しい組織で、

主に生産林を対象として持続的な観点から森林政策を実施している。国家計画のなかで位置

づけられている森林政策のうち、アグロフォレストリーの促進、潜在的ポテンシャルを考慮

した森林の復元（植林）という２つの大きなテーマを担当している。 

 商業活動として森林伐採する場合、事業者が森林管理計画を策定し、そのなかに伐採のみ

ならず将来の植林計画を組み込んで持続的な森林資源の利活用ができるようにINABが指導

している。対象地域内で林業活動の申請を提出している業者は、1999年５月現在でケツァル

テナンゴ県11社、トトニカパン県４社、ソロラ県７社、チマルテナンゴ県１社となっている。 

 無許可の森林伐採に対する監視活動は、年１～２回の頻度で、警察、軍、INAB地域事務所

などの協力で行っているが十分ではなく、森林伐採が跡をたたない状況である。森林法では、

無許可で森林伐採した場合、材木10ｍ3（約３本）以上を罰則対象とし、100ｍ3となると罰金

に加えて１～５年の拘留が規定されている。しかしながら、罰金を払う方が簡単で良いと考

えている不心得者も多く、効果はあがっていないとのことである。 

 

 (2) 取り組み方針、将来の方向性(関心事等) 

   INABは持続的な林業の促進をめざした木材業者への指導を強化して、森林管理の必要性を

啓蒙していくことを考えている。そのため、奨励金支給によって植林にインセンティブを与

えるPINFORをはじめ、BOSCOM、PROCAFOR、BANSEFOR、BOPAZ、PRAUM、UNEPROCH、

PMS、PROSELVAなどのプロジェクトを全国レベルで取り組んでいる。これらを通じて、森

林の適正な維持管理を進めていきたい意向がある。 

 なお、INABは保護区外を管轄の対象としているが、CONAPとはさまざまな政策において

協調関係を築きながら、施策を実施している。 

 

 (3) 所有情報 

   全国レベルでの森林関連情報（森林区分、森林面積など）、各種プロジェクト関連情報が事

務所内及び地域事務所には保管されており、本事前調査でも資料の一部を入手している。そ

のため、プロジェクト対象地域に関する森林情報はINABを介して得ることができると思われ

る。また、INAB内には情報センターCINFORもあり、さまざまな森林関連分野（植林、森林

保全、森林管理など）の資料が所蔵されている。 
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 (4) 添付資料 

   特になし 

 

４－３ 国家環境委員会（CONAMA） 

 (1) 活動概要 

   国家環境委員会（CONAMA：Comision Nacional del Medio Ambiente）は、1987年に設立され

た大統領直属の機関で、大気、水、土壌、自然保護、環境影響評価などに関連した環境政策

の立案と実施、各種の技術支援、住民啓蒙などの業務を関係省庁(MAGAを含む)の協力を得

ながら実施している。 

 本部には、７部(環境評価部、社会啓蒙部、計画技術部、法律監視部、財務部、廃棄物部、

移動発生源対策部)があり、約50名が勤務している。このうち、計画技術部では、国際協力、

環境政策の策定、国土整備、技術支援などに関する事業(現在23プロジェクト)を、環境評価

部は環境影響評価に関する技術審査などを担当している。 

 CONAMAの技術顧問委員会（CTA：Consejo Tecnico Asesor）は、MAGA（INABの副長官が

委員）をはじめ、経済企画庁、国防省、教育省、保健省、商工会議所、大学などの代表で構

成され、３週間に１回程度、会合が催されている。主な議題は、環境影響評価の承認に関す

る事項、国家環境基金（FUNAGUMA：Fondo Guatemalteco del Medio Ambiente）の事業、法

規制に関する事項などが対象となっている。 

 環境関連の法令や基準はCONAMAが定めているが、そのモニタリングなどは関係省庁や地

方政府に一部任されているものもある。 

 

 (2) 取り組み方針、将来の方向性(関心事等) 

   環境保全に関する法規制に関連した罰則や強制執行の権限をもっており、最近では鉛の不

法投棄を行っていた会社を閉鎖させ環境汚染防止に対応し、今後とも積極的に環境保全へ取

り組んでいく意向がある。また、地域住民の組織化を促進させて環境教育（ゴミの捨て方、

自然保護など）に関する啓蒙普及も行っている。 

 

 (3) 所有情報 

   国内の環境保全に関する基礎情報や関連施策についてさまざまな取り組みを行っており、

それらはCONAMA内に設けられている情報センターを介して一般にも積極的に情報公開を

行っている。そのため、環境関連情報を入手するうえで有効利用できると思われる。 
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　(4) 添付資料

　　　組織図
Organigrama de la CONAMA
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Social
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de Vehiculos
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Péten Sur Occidente Nor Occidente Sur Oriente Nor Oriente Central

CONAMA組織図

出典：「REGLAMENTO INTERNO TECNICO ADMINISTRATIVO DE LA CONAMA」

４－４　国家自然保護審議会（CONAP）

　(1) 活動概要

　　　国家自然保護審議会（CONAP：Consejo Nacional de Areas Protegidas）は、保護区法（Ley

de Areas Protegidas,1996）に基づき設置されている機関である。CONAMAが所管する審議

会の１つで、国土面積の約30％（約34,000m2）を占める保護区を対象に政策立案、保護管理、

動植物保全、技術啓蒙などをミュニシピオや地域住民の参加のもとに実施している。この活

動には、国家歴史人類学機構（IDAEH：Instituto Nacional de Antropologia e Historia）、

観光局（INGUAT：Instituto Guatemalteco de Turismo）、市町村連合（ANAM：La Asociacion

Nacional de Municipalidades）、大学組合（CECON：Centro de Estudios Conservacionistas）、

NGO協会などが参加し、文化・観光・研究・自然保護に関する諸事項を専門的な立場からサ

ポートしている。保護区には、貴重な生物の生存する地域、国立公園、地域公園、市立公園、

公園(私有地)、火山地域などがあり、全国で125か所が指定されている。保護区の保護方針は、

地域のミュニシピオやコミュニティからの指定申請に基づき、 CONAPの専門官が現地調査

して重要度に応じたゾーニングして定めている。

　(2) 取り組み方針、将来の方向性(関心事等)

　　　保護区内での活動(プロジェクト)内容に応じて環境影響評価を義務づけており、地域特性

をかんがみて自然保護上の重要度に応じた環境影響評価内容を管轄する地域事務所が指導に

取り組んでいる。現状ではペテン県以外に重要度のゾーニングができていないため、適時、
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地域事務所の担当者が現状把握に赴き、調査を行ったうえで環境影響評価上の指導を行って

いる。 

 将来的には全保護区でゾーニングによる整備を行っていく意向はあるが、財政面をはじめ

としてさまざまな課題があり、具体的な計画は今のところない。 

 

 (3) 所有情報 

   保護区域図（詳細）、貴重な動植物分布状況などの情報が整備されており、本事前調査でも

資料の一部を入手している。そのため、必要に応じてプロジェクト対象地域の自然環境特性

に関して意見交換することは、参考になる情報を得ることができると思われる。 

 

 (4) 添付資料 

   保護区位置図（資料：「MEMORIA DE LABORES」(1998)） 
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４－５ 持続的農牧業開発事務所網（RADEAS） 

 (1) 活動概要 

   和平協定後、農牧食糧省は、業務の合理化及び効率化、地方分権化の促進という観点から、

市民社会を開発の主体とすることを目的として持続的農牧業開発事務所網（RADEAS：Redes 

de Agentes de Desarrollo Agropecuario Sostenible）を創設した。これにより、市民社会組織が

グループとして計画や意見決定への参加が可能になることを、同省は期待している。 

 グァテマラ国には、組合、NGO、協会、女性組織等、多く市民社会組織が存在しているが、

RADEASとは、こうした各種の市民社会組織から成る、農牧業開発に係る県レベルのネット

ワークであるといえよう。RADEASは、①受益者、②参加組織、③組織代表（集会）、④理事

会の４つのレベルで構成されており、このうち理事会役員は民主的に選出されることになっ

ている。一方、受益者層は貧困な農民が大半を占めており、組織メンバーは農民に対して、

主に農牧業、水産業、林業に係るプロジェクトを実施する。養鶏のための資金・技術援助を

行うプロジェクトはその一例であるが、他にも農民女性に対して裁縫を教えるプロジェクト、

貧しい子供達のための教育プログラム等、さまざまな活動を展開している。 

 RADEASは県レベルで設置されており、RADEASに加盟している組織のメンバーの利益を代

表して農牧食糧省の県調整事務所（以下、MAGA県事務所）とのさまざまな調整を行う。そ

の調整には、たとえば受益者（農民）の需要発掘とプロジェクト形成、MAGA県事務所への

プロジェクト申請、同事務所との優先順位策定、資金取付の手続き等が挙げられる。このよ

うに、RADEASは地域開発においてMAGA県事務所と密接に連携して住民の貧困緩和に取り組

んでおり、RADEAS事務所がMAGA県事務所の一部を間借りする場合も多いようである。 

 なお、RADEAS加盟組織は、プロジェクト総額の一定金額を会費としてRADEAS理事会に既

に納めているか、あるいは納めることを検討中である。 

 

 (2) 取り組み方針、将来の方向性（関心事等） 

   現在は県レベルでの活動が中心となっているが、将来的にはミュニシピオ（市）レベルの

RADEASを組織しようとする動きもあり、一部RADEASでは具体的な取り組み方針を理事会で

検討中である。 

 どのRADEASにも共通しているのは資金不足という問題であろう。貧困農民に資する優良

な案件を形成しても資金不足ゆえにそれを実施に移すことができず、RADEASは、インター

ナショナルNGOやMAGA県事務所を通じての海外資金等、さまざまな資金源にアクセスし資

金を取り付けることに懸命である。 
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 (3) 所有情報 

   RADEAS加盟組織は農民と日常的に深くかかわっているため、農民の生活状況、貧困度、

ニーズ、農村の課題、開発上の問題点等、生きた情報を多く有している。また、その土地に

密着していることから現地語を話せるメンバーを有していること、彼ら自身も貧困緩和を目

指した活動を展開していることから、本格調査（特に農村社会調査）を行う際には有効な連

携がとれるものと考える。 

 

４－６ 地方開発審議会 

 (1) 活動概要 

   地方開発審議会は、1994年に政府によって設置された、地方における開発プロジェクトの

実施決定並びに各プロジェクト間の調整を行う機関である。地方開発審議会は、地域レベル、

県レベル、市レベルの３種類に分けることができ、地域開発審議会は８つの開発地域（＊注）に

ひとつずつ、県開発審議会は各県にひとつずつ、市開発審議会は各市にひとつずつ設置されて

いる。 

 コミュニティレベルから要請の出されたプロジェクトについて、まず市開発審議会で審査

し、順に県レベル、地域レベルへの申請を上げていく方式がとられている。このプロジェク

トの審査にあたって、地域開発審議会は県同士の調整を、県開発審議会は市同士の調整を行

う機能も果たす。また、プロジェクト実施資金については、今回の事前調査の範囲では、 

①政府より市（municipio）に配分される資金、②地域開発審議会と県開発審議会が共同で管

理している連帯基金、の２通りあることが確認された。 

 なお、最高レベルの開発審議会として国家開発審議会があるほか、系統は異なるがコミュ

ニティレベルに多数の開発委員会がある。 

  ＊注：文化的背景や人口等から、政府は全国を以下の８つの開発地域に区分している。 

  第１地域：Departamento de Guatemala 

  第２地域：Alta Verapaz、Baja Verapaz 

  第３地域：Zacapa、El Progreso、Izabal、Chiquimula 

  第４地域：Jutiapa、Jalapa、Santa Rosa 

  第５地域：Sacatepequez、Chimaltenango、Escuintla 

  第６地域：Quetzaltenango、San Marcos、Totonicapan、Solola、Suchitepequez、Retalhuleu 

  第７地域：El Quiche、Huehuetenango 

  第８地域：Peten 

 

 

－ 193－



 (2) 取り組み方針、将来の方向性（関心事等） 

   開発審議会制度はまだ法的根拠を持っていないとのことである。GTZ等はバハ・ベラパス

県やアルタ・ベラパス県で地方開発審議会活性化のプロジェクトを実施しているが、全国的

にみても、順調に機能している開発審議会はまだ少ないと思われる。しかしながら、地方開

発審議会は、現在中央が推進している地方分権化の流れの中で地方行政の重要な担い手とな

ることも期待されることから、今後はその制度をさらに良いものに強化していく必要があろ

う。 

 

 (3) 所有情報 

   各レベルの開発審議会の話を聞くことで、地方行政の仕組み（意思決定プロセス、資金の

流れ等）の概要は把握できよう。また、有能な事業実施主体を見極めるうえでも、複数の開

発審議会よりヒアリングすることが重要であると思われる。 

 

 (4) 添付資料 

   開発審議会制度のしくみ 
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４－７ 米国国際開発庁（USAID） 

 (1) 農業部門における活動概要 

   1）BANRURAL法の制定に係る協力 

    中小規模農家への融資を目的として、1970年に国立農業開発銀行（BANDESA）が設立さ

れていたものの、財源の制約や融資条件が商業銀行と同様であったことから小農が融資を

受けることは事実上かなりの困難を伴っていた。最も大きな問題は融資の際の担保の設定

であり、商業銀行から融資を受ける際には、担保として登記された土地が必要である。 

 米国国際開発庁（USAID：U.S. Agency for International Development）は、グァテマラ国

政府がBANDESAをBANRURALへと機構改革する際に金融政策面及び資金提供の面からの

協力を行った。 

 BANRURALの融資条件のうち、小規模農家にとって最大の利点は、登記された土地を有

していない場合であっても、土地の所有状況（長年の作付が行われている等）や本人の評

判（信頼性）をもとに短期の融資を受けることが可能であることである。BANRURALは1998

年１月に「BANRURAL法」によりその存在に法的根拠を有することとなる等体制の強化が

図られている。 

 

   2）野菜等の栽培に係るUSAIDの留意点 

    ブロッコリー等を輪作なしに栽培する場合、病害虫の発生が増長し、農薬のの使用量が

増加する。その結果、農薬耐性の病害虫の発生が生じ、それらを防除するための農薬の散

布回数及び投入量がさらに増加する。しかしながら、これでは残留農薬の問題が生じ農作

物の輸出が難しくなる。特にブロッコリーでは鱗翅目害虫、冬インゲンではハモグリバエ

類の被害が問題となった。 

 そこで、USAIDはIDB及びグァテマラ国政府等との協調のもと環境保護総合プログラム

（Programa Integral de Proteccion Agricola y Ambiental：PIPA/A）を作成した（PIPA/Aの詳

細は資料４－12「関係機関の概要」のAGEXPRONTの部分を参照）。 

 

   3）灌漑整備に係るUSAIDの留意点 

    USAIDは、過去に野菜栽培のための灌漑整備の協力を行った実績があるが、その際の留

意点は以下のとおりである。 

   ① 水を引く際には、水量をどの程度確保できるかを考慮する必要がある。これは、作付

けの途中で水の供給がストップすることは作物の枯死を意味するからである。 

   ② 灌漑整備について、井戸やポンプの有償協力を行う際には、農業者が作物栽培によっ

て融資額を返済することが可能かどうか見極める必要がある。返済が困難な場合、逆に
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農業者を困惑させることとなる場合がある。 

   ③ 灌漑にスプリンクラーを使用した場合、相対湿度の上昇により細菌の増殖を引き起こ

す可能性がある。 

   ＊USAIDは過去に他地域においてマイクロクエンカに対する活動を行っているため参考と

なる知見を多く有している。 

 

 (2) 保健衛生部門における活動の概要 

   中部高原地域対象の保健医療のプロジェクトでは、主に妊産婦死亡の減少を目的としたマ

ザープロジェクトがある。ヘルスポストの医療スタッフ、及びSIASの伝統助産婦や普及員に

出産時のケアの仕方を訓練し、妊婦には健康管理や栄養補給を指導し、妊婦の感染症疾患が

減少するなどの成果を上げている。プロジェクトは７年間実施され、同地域の妊婦死亡率は

当時から比べて66％減少している。同プロジェクトはほぼ完了し、現在、本計画の対象４県

とサンマルコス県の計５県を対象に、QAPプロジェクト（Quality Assurement Project）を実施

している。SIASのスタッフの技術レベルが低く、また必要な設備が整っていないといった問

題から、SIASが十分機能していない地域が多く、これらの地域のSIAS改善のために、スタッ

フの育成及びヘルスセンターやSIASへの医療器材供与を進めている。 

 このほか、ハリケーンで被害を受けた地域に保健医療の事業を進めている。マザープロジ

ェクトは、東部地域でも始めている。 

 

 (3) 保健衛生部門の取り組み方針 

   開発の遅れた地域の保健医療の強化を重点に進める。そのためSIASの改善を主な活動にし

ている。 

 

 (4) 所有情報 

   対象４県の保健医療のプロジェクト経験から、地域の保健や衛生の状況や、マヤ先住民族

の男女間の格差など農村社会に詳しいと思われる。 

 

４－８ 世界銀行（WB） 

 (1) 活動概要 

   世界銀行（以下、世銀）は、世界自然基金（以下、GEF）、グァテマラ国政府との協調融資

で、中部高原地域における天然資源の持続可能な管理プロジェクトを実施する予定であり、

その内容や範囲について1998年８月よりMAGA、天然資源委員会との間で協議を行ってきた。

プロジェクトの概要は以下のとおり。 
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  地 域：中部高原地域（チマルテナンゴ、ソロラ、エル・キチェ、トトニカパン、ケツァル

テナンゴ、サン・マルコス、ウエウエテナンゴ） 

  テーマ：① 主な流域における天然資源の生産的な管理・利用及び保全 

      ② 貧困緩和の枠組みのなかでの天然資源の持続可能な管理（和平合意との整合性） 

  政 策：① 農牧業分野における、相対的利点の競争力のある利点への転換、技術・インフラ・

支援サービスへの民間投資の促進、公共サービス提供部門の地方分権化 

      ② 意思決定や紛争解決における、ミュニシピオやコミュニティへの地方分権化、

公共部門の近代化、政府業務の地方分権化 

  潜在的要素： 

      ① 生産性や天然資源の持続可能性を高めるため、農村のコミュニティに技術金融支

援を行う（たとえば、木材利用の効率改善、農業の多様化、産品の開発、流通の強化等） 

      ② 対象地域の実施主体（生産者組織、コミュニティ団体、NGO等）の能力向上、意思決

定、業務手続き、企業能力の向上に関する現地のシステム（特に伝統的システム）の強化 

      ③ 地方分権的管理、計画、天然資源に関する紛争解決について、ミュニシピオレ

ベルの役割と能力の強化 

 

 (2) 取り組み方針、将来の方向性（関心事等） 

   政府よりもむしろNGO、民間組織、コミュニティと連携することの重要性を確信している。

今後、政府を介さないということは不可能であるにしても、これら組織との協議を十分に重

ねながらプロジェクトを実施する方針であることが窺えた。 

 

 (3) 所有情報 

   今回の訪問では、世銀は環境保全分野に関する情報やネットワークを多く有している印象

を受けた。また、グァテマラ国における多くの経験を持っているほか、将来、中部高原地域

における類似のプロジェクト実施を予定していることからも、定期的に情報交換を行うこと

が重要である。社会開発担当より、何か質問事項、連絡事項等あれば気軽にコミュニケーシ

ョンを取って欲しい旨、コメントがあった。 

 

４－９ 欧州連合（EU） 

 (1) 活動の概要 

   農村総合開発のプロジェクト注1は、1980年代から実施しており、多くの経験を積んでいる。

ソロラ県のアティトラン地域の開発がはじめで、学校、ヘルスポスト、上下水、農道などの

インフラ整備のほか、アグロフォレストリー、小規模金融、中小企業の育成を開発のコンポ
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ーネントにしている。 

 同プロジェクトでは、土地登記の問題があったことから、農民のグループに担保なしで融

資したが、一部で返済が滞る問題があった。EUは融資のあり方など多くを学び、第２段階（変

化を協調する意味で、この様に述べている）では、新たな取り組み方で進めている。それは、

事業の透明性を保つために、グァテマラ国とEUから各１名コーディレクターを任命し、プロ

ジェクトに関する決定は２名が参加し、署名も２名連名で行うこと、ミュニシピオと各省の

県事務所と連携で作業を進めること、地域住民も決定に参加することである。第２段階でプ

ロジェクトを実施しているのは、トトニカパン、ウエウエテナンゴ、キチェ、バハヴェラパ

ス、アルタヴェラパス、スティテペケ、ケツァルテナンゴ（一部の地域）の県で、コンポー

ネントは、基本的にアティトランのプロジェクトと同じである。現在実施中のプロジェクト

事業費は、４年間１フェーズで、１プロジェクト当たり800万ドルから1,600万ドルである。 

 無償援助や緊急援助も実施しており、無償援助は、教育分野に2,000万ドル、保健医療分野

に1,400万ドル、国家警察機構強化に3,300万ドルの事業を推進中で、緊急援助では、昨年の

ハリケーンの影響を受けた地域に、2.5億ドルの緊急支援を行っている。 

 

 (2) 取り組み方針、将来の方向性（関心事等） 

   NGOが開発の重要な役割を担う可能性があるとEUは感じており、クレジット、改良カマド

や植林プロジェクトはNGOと直接契約し実施している。内戦の影響で村のリーダーは力をな

くし、住民組織は弱体化しているが、NGOはプロジェクトを通じて力を付けており、NGOが

住民のまとめ役になりつつある。農村総合開発の第３段階の進め方は、まだ未定だが、ロー

カルが中心になるのでは、との説明もあった。 

 

 (3) 所有情報 

   PRODETOTO（トトニカパン県農村総合開発）を推進しており、同県の情報を数多く保有

している。PRODETOTOの事業概要や、最近行ったサンタ・ラ・リフォルマの実態調査の資

料は、EUの農村総合開発の取り組み方や地域事情を知るのに適している。また、GISや同県

の実態調査の資料も、有益と思われる。EUの中米支部（在エルサルバドル）が中心になって、

農村総合開発のワークショップを開催しているが、同ワークショップの資料（未入手）が参

考になると考えられる。 

 

 (1) 添付資料 

   訪問メモ－EUプロジェクト（PRODETOTO）事務所 

注１ EUの農村総合開発のプロジェクトは、ALA農村総合開発計画で表示されることもある。 
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４－10　和平基金（FONAPAZ）

　(1) 活動概要

　　　FONAPAZは国の和平基金として1991年6月28日に、政府協定408-91号に基づき設立された。

1992年に定款を作り、西部地域の10県（全国は22県）を対象地域として活動している。地方

事務所は14か所開設している。

　目的は、難民、送還民、定住民及び内戦の影響を受けた住民グループに直接対処する社会

基盤である道路、橋、電気、通信、住宅、農業生産などの整備事業の指導、計画、実行、調

整、監督を行うことである。

　資金は、WB、IDBをはじめ、日本、ドイツ、EU、台湾などからの支援を受けており約4.5

億ドルにもなっている。プロジェクトの実施は増加傾向にあり、0.95億ケツァール（'95）が

11億ケツァール（'99）になっている。また、同時進行しているプロジェクト数は前政権（約

150件）に比べ現政権では約2,000件が実施されている。

　(2) 取り組み方針、将来の方向性（関心事等）

　　　申請手続きは国家予算とは独立した基金として活用されていることから、国家予算におけ

るものに比べて比較的短期間で済むことが大きな特徴のひとつである。申請から最終的な実

施決定が下りるまで、最短２か月程度である。申請プロジェクトは、コミュニティレベルでの

優先度を考慮して選定することが基本的前提であり、それを受けて所定の手続きが開始される。

　プロジェクトは参加型開発を基本としており、たとえば水プロジェクトの場合、対象コミ

ュニティは労務や工事機械油などの提供を行い、FONAPAZ側は住居や食料などの提供をす

るようになっている。

　各基金の役割分担が進みつつあり、FISは学校、保健分野を、FONAPAZは土木、電気通

信分野及び生産性のあるプロジェクトを中心に行っていく傾向にある。

　現状では、FONAPAZとしては内戦後の緊急対策という位置づけではなく、より総合的な

総合開発が必要であると認識しており、農業生産上では灌漑整備、資金融資などが重要と考

えている。昨年、新たな信託基金を設立し、ラジオ、自転車、コミュニティの信用などを担

保とした融資が可能な仕組みを作っており、2000年から実施する予定である。

　(3) 所有事項

　　　申請などの手続きマニュアルをドキュメントとして整備している（全部で約10冊）。
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４－11 社会投資基金（FIS） 

 (1) 活動概要 

   社会投資基金（FIS）は、1993年に議会で承認し設立された、農村地域の貧困層に係る生活

環境改善事業に対して所定の手続きに基づき投資を実施する機関である。事業は社会インフ

ラ（道路、橋、水道など）の整備、生産施設（灌漑設備、集出荷施設、研修施設など）の建

設、環境改善(改良カマド、植林など)に係る普及などを対象とし、啓蒙、教育、技術支援な

どを通じて投資による地域の自立を目的としている。本部（グァテマラシティ）以外に地方

事務所も開設し、コミュニティ側からの申請及び技術相談の窓口を設けて支援の便宜を図っ

ている。FISの資金源は、グァテマラ国政府以外に世界銀行、IDB、OECFからの援助を受け

ており、1998年８月までの資金総額は約9,000万ドルとなっている。 

 灌漑施設の整備や集出荷施設の建設のようなプロジェクトの場合、個人ではなくグループ

による申請が原則で、所定様式の申請書類に記入するとともに土地登記証明などが必要であ

る。申請後の一般的手続きは、書類の審査・評価、計画策定の調査、対象地域との協議、財

務分析、工事契約、施工監理、引渡しとなっている。対象コミュニティは、事業費の10～15％

の自己負担金が必要であるが、実際には支払いが難しいことが多いため労務（資材運搬、土

木工事など）の提供で代替される場合が多い。環境保全に関するプロジェクトは、廃棄物処

理、改良カマド普及、植林などがあり、生産性向上に関するものより優先順位は低くみられ

るが、環境保全の重要性をかんがみると有意義であるため積極的に進めていきたい意向がある。

 

 (2) 取り組み方針、将来の方向性（関心事等） 

   FISは、啓蒙などを通じた地域住民の参加型開発を進めること、女性参加の機会を拡大する

こと（プロジェクト申請するグループに対して２～３名の女性参加を指導）などに取り組ん

でいる。また、学校以外に識字教室や図書館などのプロジェクトもはじめ、社会インフラだ

けでなくコミュニティの組織化や啓蒙、プロジェクトの実施前・中・後の三段階での啓蒙に

も重点を置いている。FISはコミュニティからの要請主義が原則であるため、プロジェクトの

構想段階での事前協議は、FISの考えを反映させて手続きを円滑に進めるうえで重要である。 

 

 (3) 所有情報 

   FIS法、申請様式一式、貧困分析、非融資プロジェクトリスト、学校・トイレ・水道・改良

カマドなどに関する標準仕様図などの情報が整備されており、本事前調査でも資料の一部を

入手している。そのため、プロジェクト内容に関してFISと意見交換することは、参考になる

情報を得ることができると思われる。 
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４－12 非伝統的輸出産物同業者組合（AGEXPRONT） 

 (1) 活動概要 

   AGEXPRONTは、1982年に非伝統的輸出産物の国際競争力を高めるために設立された非営

利団体であり、農産物のみでなく、衣服、布地の手細工品、エビ等、家内手工業製品及び木

細工品の６種類について輸出振興を行っている。このうち、農産物については、野菜類等を

輸出する意向のある農家との契約栽培を行うとともに、農業及び環境保護総合プログラム

（Programa Integral de Proteccion Agricola y Ambiental：PIPA/A）等による技術支援を行って

いる。PIPA/Aは政府と民間の共同出資プログラムであり、作成にあたっては、USAID及びIDB

が技術面あるいは資金面の協力を行った。PIPA/Aは1991年に冬インゲンの米国への輸出が農

薬残留（殺菌剤）が検出されたために禁止されたことを受けて発足したものである。具体的

な支援は、BPM（Good Manufacture Practice）、IPM（Integrated Pest Management：IPM）、HACCP、

ISO9000、ISO14000等に関するトレーニングである。また、AGEXPRONTは、国内市場向け野

菜類等栽培農家に対しても中米開発銀行（IDB）との共同出資による技術支援のプロジェク

トを有している。 

 

   ○AGEXPRONTによるPIPA/Aの指導事例 

    ラズベリーは1996年に輸出用のものからコクシディウム（原虫の一種）が発見され、

米国への輸出が一時禁止された経緯があることから、生果実については、APEXPRONTの

検査員の指導により、非常に厳しい衛生管理がなされている。今回調査に訪れた農家（規

模が20ha程度でラズベリーの生産・出荷を行っている小規模の会社（MAYA CROPS、S.A.）

は、ラズベリー生果の輸出を行っており、APEXPRONTと提携を行っていた。 

 ラズベリーの摘み取りは雇用（主に女性）により対応している。雇用人は爪の伸びを

チェックし、消毒液を手に噴霧したうえで摘み取り作業に入る。また、集出荷施設へ入

る際には、消毒液を含ませた布のうえで靴を消毒し、手を腕まで石鹸水で洗ったうえ、

白衣と防塵キャップを身に付けることが義務づけられている。これらの衛生管理につい

ては、APEXPRONTの検査員が定期的に訪問し指導を行っている。 

 

 (2) 取り組み方針、将来の方向性 

   AGEXPRONTによる支援のほとんどすべては輸出用農産物の栽培農家に限定される。さら

に、国内市場向け野菜類等栽培農家に対するIDBとの共同出資による技術支援も、これらの

農家が将来的に輸出農産物の供給源になると判断される場合に限定されるものである。

APEXPRONTは小規模農家のなかでも特にある程度のロット数を確保することのできる農家

を対象としており、零細農家を対象としていない。逆にいえば、零細農家であっても、将来
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的にこれらの組織化と併せて輸出農産物用の集出荷施設を整備することになれば、

AGEXPRONTの支援を期待できる。 

 

 (3) 所有情報 

   AGEXPRONTはIPM、HACCP等について高度な技術力を有し、また、海外の農産物情報に

ついても非常に詳しい。職員の数名（少なくとも１人）に対してはMAGAから給与が支払わ

れていることやPIPA/AによるIPMトレーニングがMAGAとAGEXPRONTの連携により行われ

ていることが示すように、AGEXPRONTは農産物の輸出を重要視するMAGAにとっても非常

に重要な組織といえる。 

 また、地方駐在の農業アドバイザーを有しているため、本格調査時の現地調査では、MAGA

を通してAGEXPRONTに協力を依頼することは有意義であろう。ただし、彼らの関心の農家

は輸出農産物の栽培農家あるいはそのポテンシャルを有すると考えられる農家のみであるこ

とに留意する必要がある。 

 その他、USAIDによれば、AGEXPRONTはIPMに係るマニュアルを有しているとのことであ

り、入手することができる（ICTAからも入手可能）。 
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承認された場合には、農村開発銀行BUNDURAL（Banco de Desarrollo Rural）から年１回に限

って事前準備金の70％までの融資を受けられる便宜も図っている。 

 「植林計画」の場合、支給金額は申請書類受理後に5,000ケツァール/ha、植林実施以降に

おける計画実施状況、病気発生状況、森林火災防止対策状況などの年次審査（５年間まで）

後に2,100ケツァール/ha（１年後）、1,800ケツァール/ha（２年後）、1,400ケツァール/ha（３

年後）、1,200ケツァール/ha（４年後）、800ケツァール/ha（５年後）となっている。 

 第Ⅵ地域で植林が実施及び予定されている総面積は、1998年が86ha、1999年が174ha、2000

年が304haであり、年々増加傾向にある。植林対象の樹種は、マツ（Pinus Rudisなど）、スギ

（Presv Briossなど）の針葉樹が多く、他にはグァテマラ固有種（Abies guatemalensis Redher）

などがある。 

 参考として、第Ⅵ地域におけるPINFORによる植林計画（1998年）を次表に示す。 

 

第Ⅵ地域におけるPINFORによる植林計画（1998年） 

プロジェクト名 位置 面積(ha) 樹木 金額 
(ｹﾂｧｰﾙ) 

サンホヤン ケツァルテナンゴ県ツゥニル地区 5.30 マツ、スギ、モミ 26,500 

ロマデチョシクス ケツァルテナンゴ県ツゥニル地区 4.00 マツ、スギ 20,000 

ケラジョ ケツァルテナンゴ県サンホセラヴィーニャ地区 2.17 マツ、スギ 10,850 

サンタパトロシニア ケツァルテナンゴ県サンカルロスシジャ地区 4.00 マツ、スギ、モミ 20,000 

ロスパツゥス ケツァルテナンゴ県サンマーチンサック地区 4.50 マツ、スギ、ユーカリ 22,500 

パヨッツァ ソロラ県サンホアンララグーナ地区 6.16 マツ、スギ、ハンノキ 30,800 

チクィシス ソロラ県サンタカタリーナイクス地区 7.58 スギ 37,900 

モニカイヴォンネ ソロラ県サンティアゴアティトラン地区 30.00 ヴォラドル 150,000 

 注）INAB資料より 

 

 (2) BOSCOM（Proyecto de Fortalecimiento Forestal, Municipal y Comunal） 

   BOSCOMは、コミュニティとミュニシピオがそれぞれの役割を担いながら協力しあって森

林管理を進めていくプロジェクトである。トトニカパン県ではトトニカパン市内にあるパル

シァイリダッドバクイアックスというコミュニティにて仕組みが整いつつある。チマルテナ

ンゴ県はテクパン地区及びパツーン地区のミュニシピオで準備中であり、ソロラ県及びケツ

ァルテナンゴ県では一部ミュニシピオに森林関係を担当する行政担当組織ができている。 

 

 (3) PROCAFOR（Programa Regional Forestal para Centroamerica） 

   PROCAFORについては、フィンランド国の協力で1992年から始まった針葉樹林対象の森林

管理プログラムである。1999年からフェーズⅢに入っており、国内で唯一チマルテナンゴ県
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５－３ 環境アセスメント手続き 

 (1) 概要 

   環境アセスメントの手続きは、実施細則（Reglamento Sobre Estudios de Evaluacion de Impacto 

Ambiental,1998）に対象事業、評価項目、評価書構成などが記載されており、これに準じて事

業者は評価書（大規模な開発の場合）または環境配慮書（小規模な開発）を次表に示す内容

で作成し、CONAMAへ提出するようになっている。なお、実施計画書をあらかじめ作成し、

事前協議する仕組みにはなっていない。 

 

 (2) 対象事業 

   環境アセスメントを必要とする事業の種類は、農林水産業、鉱山開発、石油開発、工業関

連施設、電力開発、水資源開発、天然ガス開発、建設工事、環境衛生施設、運輸交通施設な

どが対象となっている。このうち農林水産業については、遺伝子改変プロジェクト、商業的

な狩猟行為、エビ養殖、屠殺場建設、漁港施設建設などに関するものである。 

 

環境影響評価の概要 

 環境配慮書の提出が必要な場合 環境影響評価書の提出が必要な場合 

対
象 
事
業 

農林水産業、工業関連施設、電力開発、天
然ガス開発、建設工事、環境衛生施設、運
輸交通施設、修理整備工事、上水道建設の
うち、一定規模以下のもの 
 
＊農林水産業は、林業、木工産業、エビ以
外の養殖、植物遺伝子改変プロジェク
ト、自然保護区管理計画など 

農林水産業、鉱山開発、石油開発、工業関
連施設、電力開発、水資源開発、天然ガス
開発、建設工事、環境衛生施設、運輸交通
施設のうち、大規模なもの。 
 
＊農林水産業は、動物遺伝子改変プロジェ
クト、商業的な狩猟行為、エビ養殖、屠
殺場建設、漁港施設建設など 

必 
要 
事 
項 

地域概況、工事概要、事業内容、環境影響
（水質汚濁、大気汚染、廃棄物など）、環
境保全計画など 
 
 

地域概況、基礎データ、事業内容、環境影
響地域、環境影響（水質汚濁、大気汚染、
廃棄物など）の内容、代替案の比較分析、
環境保全計画、環境モニタリング計画、環
境情報源一覧、調査実施機関と担当者など 

資料：｢Reglamento Sobre Estudios de Evaluacion de Impacto Ambiental｣(1998) 

 

 (3) 審査手続 

   CONAMAへ提出された評価書は環境評価部の専門家によって内容が審査され、承認、却下、

条件付承認（追記事項を指導）が判断されるようになっている。環境評価部で承認されると、

CTAの全体会合の場で最終承認が下されるようになっている。既存事例（鉱山開発、道路建

設、石油掘削、殺虫剤工場建設など）によると、追記事項の指導などはほとんどなく、おお

むね１回で承認される場合が多いとのことである。 
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 (4) 住民意見 

   住民意見は、約１か月間の評価書縦覧の期間中（ただし、土日は休み）に、環境評価部で

評価書を閲覧したうえでCONAMAへ意見書提出して集められる仕組みになっている。なお、

あらかじめ新聞広告に事業者側が縦覧予定を広報し、関心ある住民への情報提供の便宜を図

っているが、住民自身の関心は低いため全般的に意見書提出は少ないとのことである。 

 

 (5) その他 

   評価書は３～５部の提出が規定されており、これまで約500件のプロジェクトに関する評価

書が提出されている。評価書の作成は経済企画庁SEGEPLAN（Secretaria General del Consejo 

Nacional de Planificacion Economica）へ登録（年間登録料350ケツァール）している個人や会

社（約300社）などが、委託業務として３～４か月間の期間で実施し、委託金額はおおむね4,000

～50,000ケツァール程度が相場である。 

 

５－４ 果樹栽培促進計画（PROFRUTA） 

 (1) 活動概要 

   1）概要 

    ICTAの敷地内にはMAGAのプロジェクト・国際協力局管轄下のプロジェクトである果樹

栽培促進計画（PROFRUTA）の加工施設がある。これは、加工により、余剰分、品質基準

に達しない農産物を利用することを目的としている。 

 MAGAの機構改革により、現在の職員は４人のみである（農産加工チーフ１人、技術員

３人）。MAGAのプロジェクトとして農産加工を支援している部署は国内でここのみである

   2）研修内容 

    小・中規模の農家・企業を対象に、缶･ビン詰、乾燥製品、ネクター、マーマレード、ピ

クルス、砂糖漬け、塩漬け等についてトレーニング、研究等を行っている。また、必要に

応じて製品の承認も行っている。 

 流通関係についても、経営、会計、財務、マーケティング等について、他組織との連携

によりトレーニングを開始している。流通関係のトレーニングは現在は導入段階である。

また、大学生に対しても実費の農産物加工研修を行っている。研修経費については、出張

対応する場合には以前はPROFRUTAが職員の出張経費をすべて支払っていたが、機構改革

後は研修費、職員の日当、燃料費については研修の受け手である農家・企業の負担となっ

ている。 

   3）その他（移動工場） 

    PROFRUTAには、この他、移動加工工場がある（トレーラーに乗せて移動し、缶詰、ジュ
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―ス等を作れる）。これは、イタリア政府から無償贈与されたものである。現在、メンテ

ナンス経費がかさむために稼動していないが、従来は農産加工のプロモーションのために

使用しており、まず、デモンストレーションでさまざまな加工品を作り、消費者や生産者

の関心をみるといった試行をしていた。 

 なお、利用グループのほとんどは女性グループであった。 

 

 (2) 所有情報等 

   PROFRUTAについても、他のMAGAの所管機関と同様に機構改革によって今後の人員数が

どう変動するかは未定である。しかしながら、①農産物加工についてのノウハウの蓄積があ

ること、②農産物加工の支援部署としては国内唯一であること、及び③農産物加工の支援は

女性グループの活動の支援に繋がることから、マイクロクエンカの開発において、農産物加

工施設の整備と併せてPROFRUTAといかに連携するかを検討することは必要であろう。 
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資料６．主な収集資料リスト 

 

資料リスト（■収集資料／□専門家作成資料） 
主管部長 文書管理課長 主管課長 情報管理課長 技術情報課長 図書館受入日 

      

 
  プロジェクトID  調査団番号 A-99-00803 担当者 丸山鈴香 

地域 中米 調査団名 
グァテマラ国中部高原地域貧困緩和持続的 

農業開発計画 
調査の種類 事前調査 担当部課 農業開発調査課 

 
 

番号 資 料 の 名 称 
形態(図書､ 
ビデオ､地 
図､写真等) 

収集 
資料 

専門家 
作成 
資料 

JICA 
作成 
資料 

テキスト 発行機関 取扱区分 
図書館  
記入欄  

 ＜農業＞         

A1 COSTO DE PRODUCTION TEMPORADA 1997-98 複写 ＊     MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

A2 ESTADISTICAS SOBRE EL CULTIVO DE LA CEBOLLA  複写 ＊     MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

A3 ICTA関連資料 複写 ＊     MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

A4 UNIDAD de Politicas e Informacion Estrategica（Precios） 複写 ＊     MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

A5 ESTADISTICAS de PRODUCCION 複写 ＊     MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

A6 AREA INFORMACION 複写 ＊     MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

A7 ASOCIACION GREMIAL DE EXPORTACIONES DE PRODUCTOS NO TRADICIONALES 複写 ＊     AGEXPLANT JR・CR(  )・SC  

A8 EU ロジェクトリスト 複写 ＊     EU代表部 JR・CR(  )・SC  

A9 Land Use 等 複写 ＊     MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

A10 Caracterizacion de la Produccion Agricola 複写 ＊     MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

 ＜農業生産基盤＞         

B1 
PROGRAMA DE DESARROLLO INTEGRAL EN AREAS CON POTENCIAL DE RIEGO Y  
DRENAJE（国家灌漑整備計画） 

複写 ＊     MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

B2 
CAPACITACION PARA EL DESARROLLO DE LA MICRO, REQUENA  
Y MEDIANA EMPRESA AGROINDUSTRIAL 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊     PROFRUTA JR・CR(  )・SC  

B3 
EL MANEJO DE CUENCAS EN EL PROYECTO DE DESARROLLO AGRICOLA DE  
GUATEMALA（流域管理計画書） 

複写 ＊     USAID JR・CR(  )・SC  

B4 
EVALUACION DE MEDIO TERMINO DEL PROYECTO MICROCUENCA（小流域総合管理
事業評価書） 

複写 ＊     USAID/ECODESARROLLO JR・CR(  )・SC  

B5 ESTUDIO BASIC DEL ALTIPLANO OCCIDENTAL DE GUATEMALA 複写 ＊     PNUD/MINUGUA JR・CR(  )・SC  

B6 
PROGRAMA DE DESARROLLO RURAL DEL DEPARTAMENTO DE  
TOTONICAPANDEPARTMENTO AGROPECUARIO RR.NN.DIAGNOSTICO GENERAL DE 
LAS COMUNIDADES ATENDIDAS POR EL PROYECTO PRODETOTO 

複写 ＊     
EQUIPO DE EXTENSION SANTA 

LUCIA LA REFORMA 
JR・CR(  )・SC  

B7 Plan de Desarrollo para Caminos en el Area Rural 2,000-2,003 複写 ＊     CAMINOS JR・CR(  )・SC  

B8 
REGLAMENTO PARA EL CONTROL DE PESOS Y DIMENSIONES DE  
VEHICULOS AUTOMOTORES Y SUS COMBINACIONES 

図書 ＊     DIRECCION GENERAL DE CAMINOS JR・CR(  )・SC  

B9 Caracterizacion de la Produccion Agropecuaria 複写 ＊     MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

B10 Caracterizacion de la Productos Agropecuarios 複写 ＊     MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

B11 ASOCIACION GREMIAL DE EXPORTADORES DE PRODUCTOS NO TRADICIONALES 複写 ＊     AGEXPRONT JR JR・CR(  )・SC  

B12 SITUACION DE LOS MINI-RIEGOS DE TOTONICAPAN 複写 ＊     MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

B13 Sistema de Informacion Estrategica Agropecuaria 複写 ＊     MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  
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B14 ASOCIACION NACIONAL DE PRODUCTORES DE FRUTALES DECIDUOS ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊    ANAPDE JR・CR(  )・SC  

B15 FRUTICULTURA  Opciones para invertir ... ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊    PROFRUTA/MAGA JR・CR(  )・SC  

B16 
PROGRAMACION DE MANTENIMIENTO DE LA RED VIAL DE: TERRACERIA, CAMINOS  
RURALES Y CONSTRUCCION DE CAMINOS RURALES, PARA 1999 

複写 ＊    
DIRECCION GRNERAL DE 

CAMINOS 
JR・CR(  )・SC  

B17 
LONGITUD DE LA RED VIAL DE LA REPUBLICA DE GUATEMALA SEGUN  
CLASIFICACION Y TIPO DE RODADURA POR DEPARTAMENTO ANO 1,998 

複写 ＊    
DIRECCION GRNERAL DE 

CAMINOS 
JR・CR(  )・SC  

B18 MAPA CAMINOS, DEPARTAMENTO DE TOTONICAPAN 複写 ＊    EU JR・CR(  )・SC  

B19 MAPA Caminos y Limite de Cuenca del Departamento de Totonicapan 複写 ＊    EU JR・CR(  )・SC  

B20 MAPA DE LA REPUBLICA DE GUATEMALA LOCALIZACION DE LAS ZONAS VIALES 複写 ＊    CAMINOS JR・CR(  )・SC  

B21 ESTRATEGIA AL ANO 2020  PRODUCTOS AGRICOLAS NO TRADICIONALES 図書 ＊    AGEXPRONT/RUTA/FAO JR・CR(  )・SC  

B22 
TERMINOS DE REFERENCIA CONTRATACION DE LOS SERVICIOS DE CONSULTORIA 
PARA EL PROYECTO ASISTENCIA TECNICA Y GENERACION DE INFORMACION  

複写 ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

 ＜環境政策＞         

C1 LEY DE PROTECCION Y MEJORAMIENTO DEL MEDIO AMBIENTE（環境保護法）  図書 ＊    CONAMA（国家環境委員会）  JR・CR(  )・SC  

C2 
REGLAMENTO INTERNO TECNICO ADMINISTRATIVO DE LA COMISION NACIONAL  
DEL MEDIO AMBIENTE 

複写 ＊    CONAMA（国家環境委員会）  JR・CR(  )・SC  

C3 
REGLAMENTO SOBRE ESTUDIOS DE EVALUACION DE IMPACTO  
AMBIENTAL，1998（環境影響評価規則）  

複写 ＊    CONAMA（国家環境委員会）  JR・CR(  )・SC  

C4 DOCUMENTO BASE DEL PLAN DE ACCION AMBIENTAL，1995（環境行動計画指針） 複写 ＊    CONAMA（国家環境委員会）  JR・CR(  )・SC  

C5 PLAN DE ACCION AMBIENTAL，1995（環境行動計画） 複写 ＊    CONAMA（国家環境委員会）  JR・CR(  )・SC  

C6 MONOGRAFIA AMBIENTAL REGION CENTRAL，1993 複写 ＊    ASIES JR・CR(  )・SC  

C7 MONOGRAFIA AMBIENTAL REGION SUR-OCCIDENTE，1993 複写 ＊    ASIES JR・CR(  )・SC  

C8 
ESTRATECA NACIONAL PARA LA CONSERVACION Y USO SOSTENIBLE DE LA  
BIODIVERSIDAD 

複写 ＊    CONAMA（国家環境委員会）  JR・CR(  )・SC  

C9 CAMBIO CLIMATICO Y EFECTO INVERNADERO 複写 ＊    UNDP/CONAMA（国家環境委員会） JR・CR(  )・SC  

C10 トトニカパン県バスターミナル移転計画に関する環境影響概説  複写 ＊    CONAMA（国家環境委員会）  JR・CR(  )・SC  

C11 FONDO PARA LA PROTECCION Y MEJORAMIENTO DEL MEDIO AMBIENTE 複写 ＊    FOGUAMA（国家環境基金）  JR・CR(  )・SC  

 ＜森林保全＞         

D1 LEY FORESTAL（森林法） 図書 ＊    GTZ JR・CR(  )・SC  

D2 COBERTURA FORESTAL DE GUATEMALA（森林区分図）  複写 ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D3 INABパンフレット ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D4 PROGRAMA DE INCENTIVOS FORESTALES PINFOR ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D5 PROGRAMA REGIONAL FORESTALE PARA CENTROAMERICA（PROCAFOR） ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D6 Guatemala、Bosque ｙ Comunidad ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D7 PROCEDIMIENTO PARA LA MEJOR REALIZACION DE ROZAS（焼畑方法）  ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D8 
GUIA PARA EL USUARIO NO1（REQUISITIOS DE INGRESO AL SUB PROGRAMA DE  
INCENTIVOS FORESTALES） 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D9 INAB/CINFORパンフレット ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D10 
SUB-PROGRAMA DE INCENTIVOS FORESTALES-SPINFOR-PROYECTOS  
INCENTIVADOS EN 1998 

複写 ＊    INAB（QUETZALTENANGO）  JR・CR(  )・SC  

D11 PLANTACIONES VOLUNTARIAS（森林伐採許可） 複写 ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D12 PLANES DE MANEJO(植林計画) 複写 ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  
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D13 
REGISTRO NACIONAL FORESTAL EMPRESAS EXPORT ADORAS E IMPORTADORAS E  
PRODUCTOS Y SUBPRODUCTOS FORESTALES INSCRITAS 

複写  ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D14 
LISTADO DE EMPRESAS FORESTALES INSCRITAS EN EL REGISTRO NACIONAL  
FORESTAL 

複写  ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D15 
LISTADO DE ASERRADEROS E INDUSTRIAS FOREST/INSCRITOS AL 20 DE JULIO DE  
1998 ENEL REGISTRO NACIONAL FORESTAL EN EL DEPARTMENTO DE  
GUATEMALA 

複写  ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D16 FORESTAL（NUMERO4,ANOⅢ) ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D17 PRECIOS DE PRODUCTOS Y SERVICIOS FORESTALES,1999 複写  ＊    INAB（林野庁）  JR・CR(  )・SC  

D18 
SOBRE ADMINISTRACION DE LOS RECURSOS NATURALES EN LAS  
MUNICIPALIDADES，1999 

図書  ＊    GTZ JR・CR(  )・SC  

D19 
SELECCION DE ESPECIES MADERABLES PROMISORIAS Y DETERMINACION DEL  
POTENCIAL DEL RECURSO FORESTAL EN PETEN，1998 

図書  ＊    GTZ JR・CR(  )・SC  

D20 
MODELO MUNICIPAL PARA EL MANEJO SOSTENIBLE DE LOS RECURSOS  
NATURALES EN PETEN，1998 

図書  ＊    GTZ JR・CR(  )・SC  

D21 LOS BOSQUES DE TOTONICAPANN 複写  ＊    GREENPEACE JR・CR(  )・SC  

 ＜自然保護＞          

E1 LEY DE AREAS PROTEGIDAS（保護区法）  複写  ＊    IDEADS,PNUD JR・CR(  )・SC  

E2 CONAPパンフレット ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊    CONAP（国家自然保護審議会）  JR・CR(  )・SC  

E3 MEMORIA DE LABORES，1998 複写  ＊    CONAP（国家自然保護審議会）  JR・CR(  )・SC  

E4 
BASES DE LICITACION UNIDAD DE MANEJO INDUSTRIAL "LA GLORIA" ZONA DE 
USO MULTIPLE RESERVA DE LA BIOSFERA MAYA 

図書  ＊    CONAP（国家自然保護審議会）  JR・CR(  )・SC  

 ＜気象及び気象災害＞         

F1 ESTACIONES Y DATOS METEOROLOGICOS 複写  ＊    INSIVUMEH（地震火山気象水文庁） JR・CR(  )・SC  

F2 CUADRO DE EFECTOS SECUNDARIOS "INVIERNO 97,96,95" 複写  ＊    INSIVUMEH（地震火山気象水文庁） JR・CR(  )・SC  

F3 
ESTIMACION DE PERDIDAS EN EL SECTOR AGROPECUARIO, OCASIONADAS POR EL  
FENOMENO METEOROLOGICO "MITCH"  

複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

F4 MAPA DE AMENAZA DE INUNDACIONES（洪水危険地域図） 複写  ＊    INSIVUMEH（地震火山気象水文庁） JR・CR(  )・SC  

 ＜地図＞         

G1 MAPA TOPOGRAPHICO 1:50000（CHIMALTENANGO） 地図  ＊    IGN（国土地理院）  JR・CR(  )・SC  

G2 MAPA TOPOGRAPHICO 1:50000（TECPAN GUATEMALA） 地図  ＊    IGN（国土地理院）  JR・CR(  )・SC  

G3 MAPA TOPOGRAPHICO 1:50000（SOLOLA） 地図  ＊    IGN（国土地理院）  JR・CR(  )・SC  

G4 MAPA TOPOGRAPHICO 1:50000（SAN LUCAS TOLIMAN）  地図  ＊    IGN（国土地理院）  JR・CR(  )・SC  

G5 MAPA TOPOGRAPHICO 1:50000（SAN LUCAS IXTAHUACAN） 地図  ＊    IGN（国土地理院）  JR・CR(  )・SC  

G6 MAPA TOPOGRAPHICO 1:50000（TOTONICAPAN）  地図  ＊    IGN（国土地理院）  JR・CR(  )・SC  

G7 MAPA TOPOGRAPHICO 1:50000（QUETZALTENANGO） 地図  ＊    IGN（国土地理院）  JR・CR(  )・SC  

G8 MAPA TOPOGRAPHICO 1:50000（COLOMBA） 地図  ＊    IGN（国土地理院）  JR・CR(  )・SC  

G9 MAPA TOPOGRAPHICO 1:50000（MOMOSTENANGO）  地図  ＊    IGN（国土地理院）  JR・CR(  )・SC  

 ＜航空写真＞         

H1 FOTO AEREA（SOLOLA） 約1:64000 写真  ＊    IGN（国土地理院）  JR・CR(  )・SC  

H2 FOTO AEREA（SOLOLA）拡大版 約1:10000 写真  ＊    IGN（国土地理院）  JR・CR(  )・SC  

 ＜人口統計＞         

I1 
CENSOS '94 CARACTERISTICAS GENERALES DE POBLACION Y HABITACION  -  
REPABLICA DE GUATEMALA 

図書  ＊    INE（国家統計庁）  JR・CR(  )・SC  
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I2 
CENSOS '94 CARACTERISTICAS GENERALES DE POBLACION Y HABITACION  -  
DEPARTMENTO  DE CHIMALTENANGO 

図書 ＊     INE（国家統計庁）  JR・CR(  )・SC  

I3 
CENSOS '94 CARACTERISTICAS GENERALES DE POBLACION Y HABITACION  -  
DEPARTMENTO  DE SOLOLA 

図書 ＊     INE（国家統計庁）  JR・CR(  )・SC  

I4 
CENSOS '94 CARACTERISTICAS GENERALES DE POBLACION Y HABITACION  -  
DEPARTMENTO  DE TOTONICAPAN 

図書 ＊     INE（国家統計庁）  JR・CR(  )・SC  

I5 
CENSOS '94 CARACTERISTICAS GENERALES DE POBLACION Y HABITACION  -  
DEPARTMENTO  DE QUETZALTENANGO 

図書 ＊     INE（国家統計庁）  JR・CR(  )・SC  

I6 GUATEMALA NECESIDADES BASICAS INSATISFECHAS 1981-1994 図書 ＊     INE（国家統計庁）  JR・CR(  )・SC  

I7 ASPECTOS SOCIO-DEMOGRAFICOS LA POBREZA EN GUATEMALA 図書 ＊     INE（国家統計庁）  JR・CR(  )・SC  

 ＜保健医療＞         

J1 
ANALISIS DE SITUACION DE LOS DERECHOS DE LA NINEZ Y LAS MUJERES EN  
GUATEMALA（BORRADOR FINAL） 1999年３月 

複写 ＊     UNICEF JR・CR(  )・SC  

J2 
UNIDAD DE PLANIFICACION ESTRATEGICA AREA DE SALUD QUETZALTENANGO 
－PLAN OPERATIVO ANNUAL  ANO 1999 

複写 ＊     ケツァールテナンゴ県保健事務所  JR・CR(  )・SC  

J3 
PLAN OPERATIVO ANNUAL DE ACTIVIDADES AREA DE SALUD DE  
QUETZALTENANGO ANO 2,000 

複写 ＊     ケツァールテナンゴ県保健事務所  JR・CR(  )・SC  

J4 FOMENTO DEL AUTOEMPLEO RURAL 図書 ＊     Universida Magister JR・CR(  )・SC  

J5 INFORMACION SOBRE GUARDIANES DE SALUD 複写 ＊     トトニカパン県保健事務所  JR・CR(  )・SC  

J6 保健資料（４県の1998年統計資料、施設リスト、図面など）  複写 ＊     保健省  JR・CR(  )・SC  

J7 保健施設図面 複写 ＊     FIS（社会投資基金） JR・CR(  )・SC  

 ＜教育＞         

K1 ANUARIO ESTADISTICO DE LA EDUCACIO 複写 ＊     教育省  JR・CR(  )・SC  

K2 ACTIVITY FOR GIRLS EDUCATION ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊     JICA、  教育省  JR・CR(  )・SC  

K3 小学校校舎資料 複写 ＊     FIS（社会投資基金） JR・CR(  )・SC  

K4 トトニカパン県教育資料（施設分布、就学生数など） 複写 ＊     トトニカパン県教育事務所  JR・CR(  )・SC  

 ＜地方行政＞         

L1 SISTEMA DE INFORMACION BASICO MUNICIPAL 図書 ＊     GTZ JR・CR(  )・SC  

L2 DIAGNOSTICO DEL MUNICIPIO DE SOLOLA,1997 図書 ＊     FUNCEDE（中米開発基金） JR・CR(  )・SC  

L3 DIAGNOSTICO DEL MUNICIPIO DE SAN JOSE CHACAYA,1997 図書 ＊     FUNCEDE（中米開発基金） JR・CR(  )・SC  

L4 DIAGNOSTICO DEL MUNICIPIO DE TOTONICAPAN,1997 図書 ＊     FUNCEDE（中米開発基金） JR・CR(  )・SC  

L5 DIAGNOSTICO DEL MUNICIPIO DE SAN MARTIN SACATEPEQUEZ,1994 図書 ＊     FUNCEDE（中米開発基金） JR・CR(  )・SC  

 ＜貧困＞         

M1 MAPA DE VULNERABILIDAD NUTRICIONAL DE GUATEMALA 
貧困マッ
プ  

＊     INCAP（中米パナマ栄養研究所）  JR・CR(  )・SC  

M2 
MAPA DE VULNERABILIDAD NUTRICIONAL DE GUATEMALA SEGUN  
DEPARTAMENTO. SOLOLA 

貧困マッ
プ  

＊     INCAP（中米パナマ栄養研究所）  JR・CR(  )・SC  

M3 
MAPA DE VULNERABILIDAD NUTRICIONAL DE GUATEMALA SEGUN  
DEPARTAMENTO. TOTONICAPAN 

貧困マッ
プ  

＊     INCAP（中米パナマ栄養研究所）  JR・CR(  )・SC  

M4 
MAPA DE VULNERABILIDAD NUTRICIONAL DE GUATEMALA SEGUN  
DEPARTAMENTO. CHIMALTENANGO 

貧困マッ
プ  

＊     INCAP（中米パナマ栄養研究所）  JR・CR(  )・SC  

M5 
MAPA DE VULNERABILIDAD NUTRICIONAL DE GUATEMALA SEGUN  
DEPARTAMENTO. QUETZALTENANGO 

貧困マッ
プ  

＊     INCAP（中米パナマ栄養研究所）  JR・CR(  )・SC  

M6 MAPA DE PRIORIZACION FONAPAZ 
貧困マッ
プ  

＊     FONAPAZ（和平基金） JR・CR(  )・SC  

M7 PROPUESTA DE MATRIZ DE PRIORIZACION GEOGRAFICA PARA FONAPAZ 複写 ＊     FONAPAZ（和平基金） JR・CR(  )・SC  

M8 
NECESIDADES BASICAS INSATISFECHAS DERIVADAS DEL X CENSO 1994. CON 
INDICADOR PONDERADO PARA FONAPAZ 

複写 ＊     FONAPAZ（和平基金） JR・CR(  )・SC  
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 ＜一般概況＞         

N1 Guatemala: los contrastes del desarrollo humano edicion 1998 図書  ＊    UNDP JR・CR(  )・SC  

N2 CARACTERIZACION DEL DEPARTAMENTO DE SOLOLA  複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

N3 CARACTERIZACION DEPARTAMENTAL  QUETZALTENANGO 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

N4 CARACTERIZACION DEPARTAMENTAL  TOTONICAPAN 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

N5 CARACTERIZACION DEL DEPARTAMENTO DE CHIMALTENANGO 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

N6 CEAR '98 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

N7 POBLACIONES DESARRAIGADAS 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

N8 DESCRIPCION DE LOS DEPARTAMENTOS DEL ALTIPLANO CENTRAL DEL PAIS 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

N9 
AGENDA DE DESARROLLO SOCIAL DESDE LA PERCEPCION DE LOS SUJETOS 
Y SECTORES SOCIALES DEL ALTIPLANO OCCIDENTAL DE GUATEMALA 

複写  ＊    UNDP JR・CR(  )・SC  

N10 CARACTERIZACION DEL DEPARTAMENTO DE SOLOLA（和訳） 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

N11 CARACTERIZACION DEPARTAMENTAL  QUETZALTENANGO（和訳） 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

N12 CARACTERIZACION DEPARTAMENTAL  TOTONICAPAN（和訳） 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

N13 CARACTERIZACION DEL DEPARTAMENTO DE CHIMALTENANGO（和訳） 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

N14 
DESCRIPCION DE LOS DEPARTAMENTOS DEL ALTIPLANO CENTRAL DEL PAIS（和
訳） 

複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

N15 グァテマラ中部・南部における民俗学調査報告書1991-1994 図書  ＊    たばこと塩の博物館  JR・CR(  )・SC  

 ＜行政／政策＞          

O1 Plan Estrategico 1998-2000, Unidad de Operaciones Rurales 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

O2 
POLITICA AGRARIA Y SECTORIAL (1998-2030), INSTRUMENTO PARA LA  
REVALORIZACION DE LA RURALIDAD Y EL DESARROLLO EN GUATEMALA 

複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

O3 MARCO DE FUNCIONAMIENTO DE POLITICAS 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

O4 
MODELO DE ESTUDIO PARA LA PLANIFICACION Y EL DISENO DE PROGRAMAS  
PROYECTOS Y PLANES, A NIVEL DE CUENCAS HIDROGRAFICAS DE GUATEMALA 
(BORRADOR DE TRABAJO) 

複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

O5 ESTRUCTURA ORGANICA MAGA 組織図  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

O6 COORDINACION DEPARTAMENTAL QUETZALTENANGO TOTONICAPAN 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

O7 PROYECTOS DE DESARROLLO AGRICOLA EN GUATEMALA 1999 複写  ＊    MAGA（農牧食糧省）  JR・CR(  )・SC  

O8 RESUMEN DEL PRESUPUESTO DE INVERSION Y SU FINANCIAMIENTO 複写  ＊    - JR・CR(  )・SC  

O9 Fondo de Solidaridad para el Desarrollo Comunitario（FSDC） 複写  ＊    第６地域開発審議会  JR・CR(  )・SC  

O10 LEY DE LOS CONSEJOS DE DESARROLLO URBANO Y RURAL 複写  ＊    - JR・CR(  )・SC  

O11 REGLAMENTO INTERNO DE LOS CONSEJOS DEPARTAMENTALES 複写  ＊    - JR・CR(  )・SC  

O12 LEY DEL FONDO DE TIERRAS 複写  ＊    - JR・CR(  )・SC  

O13 DESARROLLO SOCIAL Y CONSTRUCCION DE LA PAZ / PLAN DE ACCION 1996-2000 複写  ＊    SEGEPLAN（経済企画庁）  JR・CR(  )・SC  

O14 
DESARROLLO SOCIAL Y CONSTRUCCION DE LA PAZ / PLAN DE ACCION 1996-2000
（和訳） 

複写  ＊    SEGEPLAN（経済企画庁）  JR・CR(  )・SC  

 ＜他ドナー／機関＞          

P1 INCAP事業概要 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊    INCAP（中米パナマ栄養研究所） JR・CR(  )・SC  

P2 
MODELO DE OPERACIONALIZACION DE LA SEGURIDAD ALIMENTARIA Y   
NUTRICIONAL EN PROCESOS DE DESARROLLO LOCAL 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊    INCAP（中米パナマ栄養研究所） JR・CR(  )・SC  
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P3 SEGURIDAD ALIMENTARIA NUTRICIONAL 2da. Edicion ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊     INCAP（中米パナマ栄養研究所）  JR・CR(  )・SC  

P4 FONAPAZ事業概要 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊     FONAPAZ（和平基金） JR・CR(  )・SC  

P5 
PROGRAMA DESARROLLO RURAL PARA EL DEPARTAMENTO DE TOTONICAPAN  
PROYECTO ALA 94/81 

複写  ＊     PRODETOTO JR・CR(  )・SC  

P6 FIS事業概要 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊     FIS（社会投資基金） JR・CR(  )・SC  

P7 他ドナーによるプロジェクト実施状況（対象地域分） 地図  ＊     - JR・CR(  )・SC  

P8 MEMORIA DE LABORES 1995 複写  ＊     FIS（社会投資基金） JR・CR(  )・SC  

P9 MEMORIA DE LABORES 1995（和訳） 複写  ＊     FIS（社会投資基金） JR・CR(  )・SC  

P10 FUNCEDE（中米開発基金）紹介ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊     FUNCEDE（中米開発基金） JR・CR(  )・SC  

P11 2701PROGRAMA:FORESTACION Y REFORESTACION（FIS申請プロジェクト例） 複写  ＊     FIS（社会投資基金） JR・CR(  )・SC  

P12 The Role of FIS in Overcoming Rural Poverty in Guatemala 複写  ＊     FIS（社会投資基金） JR・CR(  )・SC  

P13 改良カマド図面 複写  ＊     FIS（社会投資基金） JR・CR(  )・SC  

P14 
PROGRAMA DE DESARROLLO RURAL EN EL DEPARTAMENTO DE 
TOTONICAPAN 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊     EU/PRODETOTO JR・CR(  )・SC  

P15 GIS参考図 複写  ＊     EU/PRODETOTO JR・CR(  )・SC  

P16 PRODETOTO 農村総合開発計画概要書  複写  ＊     EU JR・CR(  )・SC  

P17 PROYECTOS DRI EN GUATEMALA（農村総合開発計画事業リスト）  複写  ＊     EU JR・CR(  )・SC  

P18 MEMORIA DE LABORES ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊     SHARE JR・CR(  )・SC  

P19 BOLETIN INFORMATIVO DE SHARE DE GUATEMALA ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ＊     SHARE JR・CR(  )・SC  
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